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藤
原
忠
通
か
ら
900
年
続
く
例
祭

春
日
大
社

若
宮
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

鳥
居
越
し
に
見
え
る
春
日
若
宮
本
殿
（
重
文
）
‖
奈
良
市
春
日
野
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
春
日
野
町
１
６
０

（
祭
神
）
天
押
雲
根
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
「
春

日
大
社
本
殿
」
行
き
バ
ス
。
終

点
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
料
（
春
日
大
社
駐
車
場
）

（
電
話
）
０
７
４
２
・

・
７
７
８
８

春
日
大
社
の
若
宮
神
社

は

春
日
大
社
の
摂
社
で
｢
若

宮
｣
と
呼
ば
れ

水
徳
や
五
穀

豊
穣

智
恵
・
芸
能
の
神
様

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
春
日
大
社
本
社

は「
大
宮
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

大
宮
か
ら
若
宮
ま
で
の
約

１
０
０
㍍
の
｢
御
間
道
｣
に

は
、
奉
納
さ
れ
た
灯
籠
が
並

び
、
室
町
時
代
に
全
国
の
神

社
仏
閣
に
奉
納
さ
れ
た
石
灯

籠
の
約
３
分
の
２
が
あ
り
ま

す
。｢春

日
社
記
｣
な
ど
に
よ
る

と

若
宮
本
殿
は
１
１
３
５

(
長
承
４
)
年
に
大
宮
第
三
殿

(
天
児
屋
根
命
)
と
第
四
殿

(
比
売
神
)
の
御
子
神
・
天
押

雲
根
命
を
お
祭
り
す
る
た

め
に
造
営
さ
れ

背
後
の
神

山
・
御
蓋
山
も
拝
め
る
よ
う

西
向
き
で
す

春
日
造
で
２

０
２
２
年
の
式
年
造
替
時
も

大
宮
本
殿
と
同
様
に

高
貴

な
「
本
朱
」
（
銀
朱
）
の
み

で
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た

祭
典
の
際
に
は
、
本
殿
手

前
に
あ
る
拝
舎
の
石
敷
に

神
職
が
座
り
、神
楽
殿
で
は
、

御
巫
の
舞
で
あ
る
社
伝
神

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

例
祭
で
あ
る

月
の
「
春

日
若
宮
お
ん
祭
」
は
、
若
宮

創
建
の
翌
年
１
１
３
６
（
保

延
２
）
年
に
人
々
の
幸
せ
を

願
っ
て
関
白
・
藤
原
忠
通
が

創
始
し
た
と
伝
わ
り
、
毎
年

一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く

９
０
０
年
近
く
続
い
て
い
ま

す
。
平
安
朝
以
降
の
芸
能
、

風
俗
を
知
り
得
る
貴
重
な
祭

礼
と
し
て
、
お
渡
り
式
や
奉

納
さ
れ
る
神
事
芸
能
は
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

池
田
崇
）


